
 

平成２８年度 ロボット介護機器開発・導入促進事業（基準策定・評価事業） 

「ロボット介護機器開発に関する調査」 

ロボットリスト 

 

コミュニケーションロボット名： RoBoHoN（ロボホン）                  

企業名： シャープ株式会社                                

 

Ⅰ．実生活での活用法 

目
標
と
す
る
「
活
動
」
： 

項
目
と
具
体
的
内
容
・
留
意
点 

コミュニケーショ

ン 

生活不活発病の予防及び、楽しく生活することで生活の質を向上する。 

・具体的方法/伝えられる情報の種類：話かけると、声とモーションと目

/口の LED により表情をつけて答えることができます。 

逆に、ロボットからの話かけ（持ち上げる、関節を曲げる、 

タイマー設定、明るさの変化等）も可能です。 

会話の内容は、時間、天気、季節によっても変わります。 

・伝える相手：日常会話に支障のない人、特に高齢者の方。 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
以
外 

被
介
護
者 

・ロボットの小型化により、いつも持ち歩いていただけます。 

ロボットと一緒に外出することにより、外出の楽しさを増やし、 

外出の機会を促します。 

（写真の撮影や、ルート検索等によりご使用者を補助します。） 

介
護
者 

より多くの高齢者の社会活動への参加による、生活の向上が期待できま

す。 

使用する環境 

（場所、時、物、人等） 

・有料老人ホームの人の屋内/外出先（今後、自宅にも拡大予定） 

・水・砂等がかからない場所でご使用ください。 

・周囲がうるさい環境での使用は避けてください。 

・WIFI もしくは、携帯電話の電波が安定した場所で使用してください。 

お
こ
り
う
る
マ
イ
ナ
ス
と
対
処
法 

被

介

護

者 

疾患 

・レーザープロジェクターによる直視による網膜の損傷、視力の低下。 

機器の関節にゆびをはさむことによる外傷。 

スピーカー使用時に耳を近づけることによる聴覚機能の低下。 

＝＞今回の実証試験においては、ご使用者の対象を限定し、事前に取扱

いの注意説明を実施します。 

心身機能 なし 

活動 なし 

参加 なし 

介

護

者 

疾患 
なし 

心身機能 
なし 

活動 なし 

参加 なし 

適応と禁忌 被 適 疾患 生活不活発病もしくはその予備軍の方。 



 

介

護

者 

応 心身機能 問わず 

活動 「屋外」活動が可能な人 

参加 問わず。参加制約のある人は、積極的に適用いただけます。 

禁忌 
痴呆、精神的に不安定、正常な判断が困難な人、ペースメーカーご使用

の方。 

介

護

者 

適

応 

疾患 問わず 

心身機能 問わず 

活動 問わず 

参加 問わず 

禁忌 問わず 

 

Ⅱ．機械としての要件定義 

Ⅱ－１．有用性 

主機能 

（コミュニ

ケーション

として用い

る手段） 

１．ロボットか

らの出力 

①喜怒哀楽のある声での音声発話、発話に合わせて愛着の湧く 

モーション、 目や口の LED の発色/点滅による感情表現を行いなが

ら、アプリケーションの起動を行います。 

② 撮影した写真は、プロジェクター（もしくはサブＬＣＤ）に表示す

ることができ、さらに予め登録されている人物を見つけると、名前や

写真関連するの会話を行うことができます。 

③電話、メッセージ機能により遠隔地の人とコミュニケーション がで

きます。 

２．ロボットへ

の入力 

①ご使用者は、マイクを通して音声による機器との会話、ならびに機器

の操作を行います。 

②ご使用者は、LCD 画面に搭載されているタッチパネルにタッチするこ

とにより機器の操作を行います。  

③ご使用者は、ロボットに内蔵するカメラでロボットに写真撮影を行う

ことができます。 

④ご使用者は、電話、メッセージ機能を通して遠隔地の人とのコミュニ

ケーションができます 。 

 

Ⅱ－２．機械としての安全性 

情報セキュリティ・ 

プライバシー 

・機器、サーバー間の音声のやり取りはセキュアな通信方式を採用し、

盗聴に対する対策を行っています。 

・ソフトウェアの脆弱性に対して定期的（３カ月毎）にソフトウェア 

アップデートを行います。 

・個人情報保護・プライバシーに関する許諾については、事前に 

合意いただく必要があります。 

販売者（シャープ株式会社）―購入者（施設） 

購入者（施設）―ご使用者間 



 

安全基準への準拠 

・携帯電話機器として技術基準適業証明（TELEC/電波法)、 

技術基準適合認定(JATE/電気通信事業法)取得済 

・携帯用レーザー応用装置技術証明 (消費生活用製品安全法) 取得済 

・電波障害自主規制 情報処理装置 VCCI ClassB に適合。 

・同梱ＡＣアダプタ：電気用品安全法取得済 

 

Ⅱ－３．機器の構造・機構 

機
器
の

構
造
・

機
構 

外観と重量 

サイズ：高さ約 19.5cm 

重量：約 390g 

 

電
気系 

操作・操縦方法

の概要 

被介護者との会話による操作 

サブＬＣＤのタッチパネルを用いた指による操作 

 

Ⅳ．費用、メンテナンス費用・体制 

費用 

本体（ロボホン本体/卓上ホルダー/AC アダプター）：198,000 円（税

抜） 

キャリングケース（SR-CA01）：  9,800 円（税抜） 

供給体制 

納入：8月上旬  

供給可能数量：300～500 台/実証実験 

(ＨＷは量産中 1,000 台以上の対応も可能です) 

生産体制：量産中（月産 5,000 台） 

メンテナンス 

費用 

・月額契約料 ①/②のどちらかを選択してください。 

① SIM 無し法人プラン 

   ビジネス基本プラン 年間 15,000 円（税抜） 

  （クラウドサーバー利用料込/SIM なし） 

  本プランでは、WIFI 経由で音声通話以外のロボホンの機能を 

ご使用いただけますが、外出先で使用する場合等、別途 SIM は 

手配いただく必要があります。 

② SIM 付個人プラン（SIM 毎に個人契約が必要となります） 

ココロプランモバイル 月額 2,480 円(税抜) 

SIM 開通手数料：3,200 円（税抜） 

*音声会話の機能を利用するために必要な下記を含む契約です。 

（クラウドサーバー利用料/音声通話 SIM/ﾃﾞｰﾀ 3GB 込) 

・修理費用：実費 

・施設における導入使用説明会等の出張サポート：実費 

体制 

端末販売/契約：法人営業統轄部 

実証実験サポート/カスタマイズ：クラウドサービス推進センター 

コミュニケーションロボット事業推進センター 

アフターサービス：移動体サービス 

 



 

機器の図 

 

コミュニケーションロボット名： RoBoHoN（ロボホン）                       

企業名： シャープ株式会社                                        

 

(本体) 

 

（キャリングケース） 

                 

 



 

 

 

 

 

 


